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し尿・牛ふん尿・混合処理に関する研究
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全国各市町村に設置運営されているし尿処理場における混合処理法を考え，その基礎的研究
として，混合処理が， し尿消化あるいは処理の阻害を惹起せしめないか否かについて実験を行
なった。次に述べる特徴を有する結果が得られた。 
し尿，牛ふん尿および混合試料に，嫌気性および好気性処理を行なった結果，混合処理1. 
において，単独処理にはみられない活性度の高い変化がみられ，特に混合初期にその変化が強
く現れた。
牛ふん溶液櫨液および尿のそれぞれをし尿と混合し，経時的変化を追求した結果，ふん 2. 
および尿のいずれにも，活性化を与える物質が存在する。 
3. 透析実験の結果，それは透析成分中に存在する。 
4. 活性化を与える物質は，加熱により非動化される。 
5. イオン交換樹脂 IR・120，IRA400に吸着される。
以上の結果，混合処理によるし尿の消化阻害はなく，むしろ処理時間の短縮をはかることが
でき，既存の処理施設の利用が可能であり，環境浄化の一助となり得ることが認められた。 
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略語一覧: BODs: 生物化学的酸素要求量 (5日法)
 
COD180: 化学的酸素要求量， アノレカリ性高温法 1000 10分
 
COD~~: 化学的酸素要求量，酸素吸収法， 200 4時間 F 

T-N: 総窒素
 
NH3-N: アンモニア性窒素
 
ALB-N: アルブミノイド態窒素
 
VOL-A: 有機酸アルカリ度 
IR-120: イオン交換樹脂アンバーライト IR-120 
IRA-400: 1/ 1/ IRA-400 
混合試料: し尿・牛ふん尿混合試料
の都市が過密状態となり，都市近郊は新興の住宅地へと
まえがき 変化している。
わが国の産業が集中形態をとるにつれて，農漁村ある 都市に隣接する農村部が，酪農地帯も含めて必然的に
いは地方都市から大都市への人口集中をもたらし，多く 新興住宅地帯に包括されて来たため，家畜飼養にともな 
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う臭気，ハエ・衛生害虫の発生，ふん尿・畜舎汚物など
による環境汚染の諸問題が，付近住民との聞に畜産会害
。2))，1という形でクローズアップされて来ている 
都市近郊の農村部が開発されるにつれて，農耕地，牧
草地などの土壌還元のJレートがせばめられ，その上畜産
技術の向上改善，機械化の導入が多頭飼養を可能ならし
めたことが，必然的にふん尿・畜舎汚物・汚水の増量を
もたらす結果となった。
ふんは，堆肥材料として利用，還元されているが，
尿，畜舎汚水の不衛生処分が，地下水あるいは河川の汚
濁など環境汚染源3) となってくる。またU宇溝に放流さ
れた場合は，悪臭源として非難を受ける。このような事
例が畜産農家と新しく移り住んだ付近住民との聞に感情
的な対立を生じ，精神衛生上の問題をも発生せしめてい
る。事実新興住宅地には公共上水道の施設がなく，飲料
水はほとんど地下水に依存しているところの多い現実を
考慮するならば，環境衛生学の立場から，環境汚染防止
対策としてのふん尿処理は，きわめて重要な問題として
慎重に考慮されねばならない。
行政上，人のし尿と同様の汚物としての家畜ふん尿
はペ 清掃法から処理の対象として除外されて扱われて
いる。家畜ふん尿処理が個々の経営規模でなされ得ない
現状では，早急に何らかの対策が講じられねばならな
い。そこで，既設のし尿処理場の利用を考え，牛ふん尿
とし尿の混合処理の可能性を検討し，基礎的実験を行な 
った。 
実験材料および実験方法
実験材料:千葉市一般家庭からの汲取し尿と，千葉市
畜産試験場より得た牛ふん尿である。
し尿は，平野の記載に従い5)組大線維物などを除去し
て用いた。
牛ふんは，粗線維を除くため 3倍の水で稀釈，櫨過し
た後，尿と 3: 1の割合に混合し，牛ふん尿とした。
混合試料は，し尿と上記牛ふん尿を 3: 1に混合し
た。
実験方法:し尿，牛ふん尿，混合試料をそれぞれ，平
野の記載した方法5)にしたがい，嫌気性処理，好気性処
理を行ない，以下に記す検査項目につき経目的変動を追
実
求した。同時に流水透析後の値を測定した。なお実験
は， 360土10 の加温条件で， 種汚泥の添加は行なわなか
った。好気性処理の通気量は 0.51/1/hである。 イオン
交換樹脂処理は，藤木らの方法に拠つため，九検査項目
は， BOD日 CODlgo，COD~~， T・N， NH3・N および 
ALB-N，VOL-A，有機物量， 無機物量，一般細菌数で
ある。
験 成 事責
し尿，牛ふん尿，混合試料の経目的変化
各群の 5日目毎に測定した結果は，表 1， 2，3に示
した。 BOD5，ALB-N，VOL-Aの透析前後の値の比較
は，図 1， 2， 3に示すとおりである。混合試料の実験
開始時の点線で示した値は，し尿・牛ふん尿の混合理論
値である。もっとも特異的な点は 3群のうち，表3に示
した混合調整後の測定値および， VOL-A，ALB-Nで示
される透析性の低分子物質に由来する測定値の経目的変
化であった。 
a. BOD5の変化
し尿では，BOD5 12，300 ppmのうち， 88.7%が透析
部分で，好気性処理による減少が著明であり，透析残 
BOD5は，嫌気性，好気性処理のいずれも経目的変動が
ほとんどみられず，処理によって変動を示すものは，透
析性物質に由来することが明らかである。
表1. し尿の嫌気性処理， 好気性処理における各測定値の経目的変化
窒
BOD5 con:go COD~~ 素 化合物 ppm 全アルカリ度 
ppm ppm ppm T-N NH3・N ALB-N ppm
有アリ酸ヵ機ル度庄一明
一
P n
処理日数一。
熱 灼 熱 灼 塩素
減 量 残 量 イオン
一般
細菌数
pH
処理法 
嫌
/
ppm ppm ppm cc 
8.4 20x 106
一一山卯 
ゅ10，320 2，800 2，160 4，132 1，939 1，659 13，200 
4t::
ww
mm
9，200 10，860 5，113 8.0 
2，853 1，121 1，590 6，740 10，650 5，28412，300 4，400 2，080 4，216 
1，060 5，425 8.2 28x 1071，894 2，082 13，250 8，4705051，250 2，720 2，360 4，244 
気 ' E E - -
52X 105 
・噌』性 1，565 14，000 7，530 10，640 5，656 8.2 29x 1061，000 2，640 2，320 4，130 2，150EA
。 
好 12，300 4，400 2，080 4，216 2，853 1，121 11，590 4，850 6，740 10，650 5，284 8.4 20x 106 
5 11，770 2，640 2，280 3，417 1，558 1，894 7，500 5，510 8，160 10，780 6，109 8.9 99x 106 
気、 10 9，760 2，120 1，720 3，171 1，569 1，515 6，600 4，800 9，510 10，830 5，248 8.8 78X 105 
性 15 4，000 2，560 1，920 1，372 462 429 9，600 900 9，640 10，620 6，135 8.9 22x 106 
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表 2. 牛ふん尿の嫌気性処理， 好気性処理における各測定値の経目的変化
CODI80 COD~~ 窒 素 化合物 ppm 全アル
P
ll;]
漁夫両国機ル度戸一
一 
1n 灼 動 灼 塩素
減 
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5875
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BOD5 
ppm
処理日数一 
0
処理法 
嫌 
カリ度 残 量 細菌数量 イオン
/
ppm ppm T-N NHg・N ALB-N ppmppm ppm 
6，700 4，240 1，489 8.7 83X 105 
ppm 
↑ 
3，900 3，400 1，320 967 595 143 2，940 
385 234 2，750 1，170 7.9 44X 1063，700 2，700 1，200 714 5，150 3，550 
EEa--E-A
。 
好 3，900 3，400 1，320 967 595 143 2，940 1，450 6，700 4，240 1，489 8.4 83x 105 
5 3，920 2，250 1，280 462 154 216 1，100 375 4，960 3，760 1，383 9.2 44X 106 
気 
10 3，780 2，640 880 294 78 166 2，150 300 3，240 3，160 1，241 9.2 30x 105 
l性 15 750 1，480 840 576 462 195 1，340 550 3，600 3，090 1，344 8.9 19X 106 
表 3. 混合試料の嫌気性処理， 好気性処理における各測定値の経目的変化
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・ .l=ir .)(~ 
3，340 2，060 1，320 756 342 277 5，650 4，870 3，380 1，595 15X 1048.1 
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塩イ
有機酸 熱 灼 熱 灼
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BOD5 CODI80 COD~~ 窒 素 化合物 ppm 全アルカリ度
処理法 
嫌
アルカ
リ度	 /ppm ppm ppm T-N NH3・N ALB同 N ppm ppm ppm ppm ppm cc 
2，650 3，400 1，480 714 350 163 2，050 1，075 5，830 3，720 1，277 8.7 33x 106 
9，230 2，040 880 3，474 3，110 326 10，600 5，750 6，280 8，960 4，355 8.2 99x 107 
気
9，075 1，720 1，760 3，012 1，401 1，319 1，000 1ρ80 6，200 8，850 4，184 8.2 60x 105EEA
A
505
・
噌 ・ ・』性 7，290 2，120 1，520 2，716 1，846 170 1，200 5，800 6，010 8，410 4，681 8.3 99X 106 
。 
好 2，650 3，400 1，480 714 350 163 
5 7，010 2，440 2，400 2，241 768 1，380 
気
10 2，290 1，960 1，840 1，457 734 413 
性 15 1，840 2，120 1，360 802 154 171 
牛ふん尿では， 3，900ppmのうち透析性物質に由来す
るものは， 72.6%であった。しかし処理経過にともない，
殊に好気性処理において透析残物質に由来する BOD5
の減少が，し尿に比し大きく，処理経過中に分解され得 
ppm 	 し尿 
混合成料
10000 
牛ふん尿 
5000 
ii 
図 1.	 し尿，牛ふん尿，混合試料の嫌気性処理にお
ける BOD5 の経目的変化
ヒご|は透析値，医ヨは透析残値， 点線は混合
理論値である。
2，050 1，075 5，830 3，720 1，277 8.8 33x 106 
4，300 3，060 8，120 9，160 4，610 8.8 88x 107 
825 775 7，890 9，250 4，078 9.1 68x 105 
1，350 650 5，340 8，920 4，255 9.0 25X 106 
るものが，し尿に比し多いものと考えられる。
混合試料は，混合理論値1O，200ppmのうち実測され
たものは， 2，650 ppm (25.9%)のみであった。しかし 5
日後に嫌気性処理 9，230ppm，好気性処理 7，010ppm 
と増加している。し尿，牛ふん尿，混合の 3群の好気性
処理経過を比較すると，混合試料の BOD5 の減少が急
速で，し尿単独処理よりも 2，-， 3日の処理促進がみられ
た。嫌気性処理でも，この促進化の傾向がみられた。 
b. CODの変化
し尿，牛ふん尿，混合試料の経目的変化を追いなが
ら各試料の透析前後の COD値を比較すると，表4
に示したごとく， BOD5 に比し，透析膜内に残害する
割合が大きい。
し尿では，実験開始時 CODI80，COD~~それぞれ67.8
%， 67.3%が透析性成分中にあったが，嫌気性，好気性
両処理ともに，処理経過中に減少した。しかし，両処理
聞に BOD5 にみられたごとき差違は認められなかっ 
た。
牛ふん尿では，好気性処理における透析性物質の減少
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表 4. し尿，牛ふん尿，混合試料の嫌気性処理，好気性処理における CODの
経目的変化ならびに透析後の CODの変化
し 尿 単位 ppm 
ー ，
， ，  
処理法 嫌 気 性 処 理 好 気 性 処 理
理 数 一処日 COD!~O 透析 透析値 COD~g 透析値 COD!日。透析 透析値 COD~g 透析 透析値一残値 山残値 残値 
2，940 2，080 1，400 4，400 1，460 2，940 2，080 680 1，400
析値一側透残 
4，400 1，4600
司 瓦  
5
5 2，720 1，600 1，120 2，360 1，160 1，200 2，640 1，600 1，040 2，280 960 1，320 
10 2，800 1，280 1，520 2，160 1，080 1，080 2，120 1，280 840 1，720 840 880 
15 2，640 1，600 1，040 2，320 1，260 1，060 2，560 1，340 1，220 1，920 920 1，000 
牛 ふ ん 尿 
。3，400 1，180 2，220 1，320 720 600 3，400 1，180 2，220 1，320 720 600 
5 2，700 1，600 1，100 1，200 800 400 2，250 1，280 1，470 1，280 1，120 160 
10 2，060 1，560 500 1，320 960 360 2，640 1，000 1，640 880 840 40 
15 1，700 1，060 940 1，120 560 560 1，480 1，160 320 840 800 40 
混 A日、 試 料 
。3，400 1，180 2，220 1，480 1，120 360 3，400 1，180 2，220 1，480 1，120 360 
5 2，040 1，800 240 1，960 1，160 800 2，440 1，800 640 2，400 1，280 1，120 
10 1，720 1，130 590 1，760 960 800 1，960 1，040 920 1，840 960 880 
15 2，120 1，480 640 1，520 720 800 2，120 1，000 1，120 1，360 1，040 320 
が著明であった。 したが， 5日間の加温条件で， ALB-Nが合成されたも
混合試料の CODは，理論値 COD:go，4，150 ppm， のと考えられる。 AL払 N と同様 VOL・A の増量もみ
COD~g 1，890 ppmであるのに対し，実測値はそれぞれ られる。
3，400 ppm(81.9%)および 1，480ppm(78%)であった。 牛ふん尿中の ALB-Nは，し尿の約 1/10で，嫌気性
しかし処理の経過につれて両処理ともに透析性の物質に 処理，好気性処理とも著しい変動は認められなかった。
由来する COD値の減少が著明であった。 混合試料では，図 2，3に示したごとくその変化は 
c. 窒素化合物および VOL-A ALB-N，VOL-Aともに特異的である。嫌気性処理に
1) T-N おいて， ALB-Nは， 0日163ppm， 5日目 326ppm
表 1，2，3に示したごとく，実験開始時， T-Nは， であったが， VOL・A は， 1，075 ppmから 5，750ppm
し尿 4，216ppm，牛ふん尿 967ppm，混合試料 714 
ppmで，混合試料の実測値は， BODsなどと同様低値 ppm し尿 
を示し，理論値 20.9%のであった。 20日 
嫌気性処理では，各群ともあまり減少がみられない
が，好気性処理では減少が著明であり，主として NH3- 1500 
混合試料
Nの揮散によるものと考えられる。 
2) ALB-Nおよび VOL-A 1000 
牛ふん尿
N化合物のうち BODs値に大きぐその割合をしめる
500 
と考えられる ALB-Nの変動をみると，他の測定項目と j:-SFVi' 
Et
引
一 話 。
11111JSjEsii
Ill-』・異なり，特異的な変動がみられた。これは次項に述べる 
H
duVOL-Aの変化と逆相関の関係をもって現れた。
嫌気性処理のし尿中の ALB-Nは，実験開始時の 図 2. し尿，牛ふん尿，混合試料の嫌気性処理にお
1，121 ppmから， 5日後に 2，082ppmと約 2倍に増量 ける ALB-Nの経目的変化
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図3. し尿，牛ふん尿，混合試料の嫌気性処理にお
ける VOL・A の経目的変化
と増加した。 10日目は ALB酬 Nが 1，319ppmと約 1，000 
ppmの増加が認められたが， VOL-Aは逆に約 4，600 
ppm減少した。続く 15日目の測定値は， 10日自に比
しALB-Nが 1，100ppmの減少， VOL-Aが4，700ppm
の増加となって現れた。 このように ALB-N，VOL-A 
のような低分子性物質の生成と分解が続き，単独処理で
はみられない現象が現れた。 
d. 熱灼減量
有機物の質量的標示である熱灼減量は"いずれの試
料においても特異的な変化は認められなかった。また 
BOD5，ALB帽 N，VOL-Aなどにみられたような混合調
整後の低値も特にみられなかった。 
e. 一般細菌数
同様のことは一般細菌数についてもいえる。嫌気性処
理， 好気性処理ともに 5日目に増加がみられたが， 37" 
の加温条件による一時的な細菌数の増加と考えられる。 
2. 混合試料の特異性について
混合初期にみられる BOD5，N化合物(T・N，NH3-N， 
ALB-N)，VOL-Aなどの測定値の大幅な減少が，いか
なる理由，機構によるものか不明である。また処理の経
過中， ALB-Nや， VOL-Aの変動としてみられたよう
に，処理の活性度を高めると考えられる因子は，試料の
いずれの成分中にあるのか，どのような性質を有するも
のか，経時的変化はどうかなどにつき検討するため，つ
ぎの実験を行なった。 
a. ふんおよび尿の個別混合後の VOL-Aの経時的
変化
これまでの実験では，試料混合後測定まで約 10時間
経過しており， 100前後の室温に保存されている点から，
同じ温度条件下で混合直後からの時間的経過を追いなが
ら混合後の変化を来たす因子が，牛ふんあるいは尿の
表 5. し尿十牛ふん， し尿十牛尿の VOL-Aの経
時的変化および混合理論値( )に対する百
分率を示す。 130 
~I~し尿 (3) !生し吋(1) I有機酸ア+ふん (1) Jレカリ度
混合直後 6000 97%(6180)6120 88%(6950) 生し7860尿 
5時間後 3565 58.2 3P4P8E01 50 ppm 
10 4800 77.6 5040 72.5 ふん 1140 
15 6180 100 6420 90.9 
24 3750 60.5 5100 73.3 尿 4200 
48 3650 59.2 5580 80.3 
いずれの側に寄在するものかを見出すため実験を計画し
た。
畜産試験場において，ふんおよび尿を別々に採取し，
ふんは， 3倍量の水で稀釈したのち組大物を櫨別したも
のを牛ふん試料とした。ふんおよび尿のし尿との混合比
は 1: 3とした。混合後は室温(130)に放置し，測定は， 
VOL-Aを示標とし，混合後の変化を追跡した。使用し
たし尿の VOL-A量は， 7，860ppm，牛ふん 1，140ppm，
牛尿 4，200ppmである。
結果は表5に示すとおりである。混合後し尿+牛ふ
ん，し尿+牛尿，いずれにも同様の変化がみられ，混合
によって変化を生ぜしめる成分は，ふんおよび尿のいず
れの成分中にも存在するものと考えられる。 
b. 混合後の BOD5の変化
続いて混合後 370 に加温し，BOD5の経時的変化を調
べた。し尿と牛ふん尿の混合比は 3: 1である。結果は
図4に示す。混合試料の BOD5は4時間後約60%に低
下したが，漸時増加して 24時間で混合直後の値に復し
ている。 
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図 4. し尿，牛ふん尿混合後の BOD5 の経時的変
化，混合比 3: 1 370 
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図 6. 牛ふん尿およびし尿透析液を 1: 11[.混合後
の ALB-N，VOL・A の経時的変化 
C. し尿ならびに牛ふん尿の透析外液混合後の変化
し尿ならびに牛ふん尿の透析外液を以下のごとく組合
せ測定を行なった。混合比は 1:1とした。1)し尿+牛ふん
尿透析外液， 2)し尿透析外液+牛ふん尿， 3)し尿+牛ふん
尿。測定は VOL-A，ALB-Nを示標とした。結果は図 
5， 6に示したごとく， 1)の牛ふん尿透析液混合の場合
の変動が大きく，し尿透析液との混合では 1)および 3)の
ごとき顕著な変動は示されなかった。牛ふん尿透析液混
合の場合の ALB-Nの変動は特異的で，4時間に 172ppm
から 316ppmまで増加したが，続く 4時聞には 104 
ppmまで減少し，続いて 24時間までは対照とした混合
試料同様の傾向で減少していった。し尿透析液混合で
は， 1)および3)のような著変はみられなかった。
この実験の結果から，し尿と牛ふん尿の混合によって
起る変動は，牛ふん尿中にその成分が存在し，し尿と混
合されて活性化が発現するものと考えられる。その成分
は，透析膜を通過する低分子性のものであることがわか 
hs hs 
0 し尿と混合後の日熱後，130'100牛ふん尿を7.図 
ALB-N，VOL-Aの経時的変化・一一一
牛ふん尿非加熱でし尿と混合後の変化。一一。 
った。 
d. 牛ふん尿加熱処理後の混合変化
牛ふん尿を 1000 30分加熱後， し尿と混合し， ALB-
N，VOL-Aの測定を行なった。結果は図 7に示すごと
くである。
非加熱試料の ALB-Nは， し尿と混合後， 4時間で 
430ppmから 32ppmまで減少し，続く 2時間で混合
時の値に復した。その後の変動は，わずかであった。 
VOL-Aの変動は， ALB-Nとは逆に， 4時間後に 900 
ppmの急激な増加を示したが続いて低下を来たし， 15 
時間で 1，600ppmと減少した。
加熱試料の ALB-Nは非加熱と異なり，ほぼ一定の値
を呈しながら経過した。 VOL-Aは非加熱にくらべ，わ
ずかな変動をくり返しながら減少してゆく傾向が認めら
れた。
以上の結果から，活性化を促進する牛ふん尿中の成分
は，易熱性であることがわかった。
e. イオン交換樹脂処理後の変化
牛ふん水溶液漉液をイオン交換樹脂処理後，し尿と 1
1の割合で混合し，対照とした牛ふん櫨液のし尿との
混合比も 1: 1とした。測定結果は図 8に示すごとくで
ある。 NHs-N，ALB-Nの測定値でみるならば， イオン 
交換樹脂処理試料も非処理試料も， 4時間値で大きな変
化が現れたが，続く 2時間で，ほぼ混合前値にもどっ
た。しかしイオン交換樹脂処理試料は，その後 NH3・N， 
ALB-Nともに減少傾向をたどった。
図9に示すように，加熱処理後の試料は本実験におい
ても変化を生ぜしめなかった。
パッチ式で混合， IR-120に吸着しない分離液のし尿
混合試料は，し尿単独と同様な傾向を示した。
イオン交換樹脂処理 (IR・120，IRA・400)パッチ分離
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の発生原因となっている。東京に隣接する京葉地区で
'llo は，苦情を受けている軒数は汽全家畜飼養軒数の 62%を
- l o  占めている。当事者間で問題にされるものは，そのうち 
9.1%で， 91.9%は市町村に苦情が持ち込まれているが，
単なる処理技術の指導に終わり，何ら解決策とはなって
いない。最近では自衛策として，窓のない畜舎の建設に
より，臭気，なき声，ハエ・衛生害虫の発生を防いでい
る例もみられている。
酪農の実態調査1)で明らかにされたように，大部分の
ふん・わらなど畜舎汚物は，堆肥材料として自家あるい
は他農家，園芸果樹園などで土地還元という合理的な形
で処理されている。しかし，尿，畜舎汚水の処理は，土
壌穆透方式，農業用水，河川への放流など，すべての処
理方法が，環境汚染源となるばかりでなく，窒素過多に
o.NH3-N よる農作物の被害を生ずるなど畜産公害と称せられる素
1000 
o 2 4 6 hs 12 15 17 
図 9. 牛ふん漏液を 1000 30'加熱処理後し尿と 1: 
1I乙混合後の NHg・N，ALB-Nの経時的変化 
.NHg-N+ALB-N 0 NH3-N 
液， し尿ともにニンヒドリン反応は陽性であったが，全
試料が独特な着色のため反応の強弱についての判定は，
不可能で、あった。
考 察
わが国の産業排棄物は， 1日18万トン， 生活環境施
設，し尿処理場，下水処理場などからの汚泥の排出量は 
51万トンであり， 家畜ふん尿の排出量は 13万トンに及
ぶものといわれており，今後さらに急速な増量が予測さ
れている。家畜ふん尿排出量は， 1985年には， およそ 
30万トンになると予測されているヘ
牛 I頭あたりのふん尿排出量は，季節的な飼料の差異
ならびに乳牛か肉牛かによっても異なるが， 1日l頭あ
たり 30kgのふん尿量とそれに 20"，，401の畜舎洗機水 
因を形成している。
尿畜舎汚水の処理方法は，基本として，安定化と安全
性かつ経済性が問題となる。従来から行なわれていた土
地への還元が不可能となっているならば，対策として，
第 lに，海洋への資源化還元，第 2に，し尿あるいは下
水処理場のごとき家畜ふん尿処理場の設置，第 3に，既設
のし尿あるいは下水処理場における混合処理の方法が考
えられる。
第 lの海洋還元は，潮流，運搬などの立地条件が適否
を左右するが，適地では，行政レベルで，し尿と同様に
対処され得るであろう。
第 2の方式は，処理場の建設，維持管理の点で，し尿
処理技術の導入が多くの面で大きな助けとなるであろ
う。公害対策として，立地条件，建設にいたる政治的な
配慮が必要である。
第 3の方法は，処理法および搬投入の方法，投入量を
考慮すれば，可及的速やかに実施できうる方法であると
考えられる。
このように畜産公害対策あるいは，環境浄化の面から
も，速やかな処理方策として，し尿・ふん尿汚水の混合
処理が行なわれた場合，消化あるいは処理に阻害が認め
られないことが必須条件である。この点を考慮し，混合
処理に関する基礎的実験として，嫌気性処理，好気性処
理を行ない，し尿，牛ふん尿，単独処理の経過と比較し
た。
実験結果の特徴としてあげられたものは，嫌気性処理
480 谷川章子
の混合試料にみられた透析成分中に大きな比重をしめる
有機酸， ALB-Nの消長である。これらの物質が BOD5
に大きな値をしめることは，実験成績 lに示されたごと
く，処理のガス化の前段階物質として考えられ，活発な
5}λI1o)パ，向的〉消化過程がうかがわれるめ凡川 
好気性処理の測定値の変動は，通気によってガス成分
が揮散されるため，多くは論じられないが，総合示標11)
としての BOD5 をみると，混合処理では， し尿，牛ふ
ん尿単独処理よりも低下が著しく促進され，特に 5日目
から 10日目までの 5日間に， 4，700ppmの減少は，嫌
気性処理に続く二次処理としても，処理の促進は十分認
められる。
混合初期にみられた各測定値の低下が，いかなる作用
によるかは明らかでないが，有機物量を示す，熱灼減量
など質量的な測定値はあまり変化が認められなかった。
ふんと尿を分離し，各々し尿と混合した実験，透析処
理，イオン交換樹脂処理を行なった実験では，ふんを水
で溶解，その漉液を用いており，混合処理にみとめられ
た効果を惹起した成分は，水溶性であり，透析膜を通過
し得る低分子性のものであると考えられる。
イオン交換樹脂処理においても均一な液状でなく，微
少な浮i焼物をまじえた懸濁液であるため，ふんの溶解櫨
液をノてッチ式で樹脂と混合したが，有効物質は可溶性成
分で， IR・120， IRA400に吸着されるものであると考
えられる。
牛ふん尿と同様に，豚ふん尿について混合処理を行な
った結果，各測定値には，このような活性ある変化は認
められなかった。
また12)ぺーパークロマトグラフィーでニンヒドリン反
応陽性のスポット数をみると，豚ふん尿では牛ふん尿よ
りも多く現れたが，牛ふん尿混合試料にみられたような
変化は認められなかった。
牛ふん尿中には，混合処理で特異的な反応効果を惹き
起こす物質が，加熱によって非動化されることが認めら
れたことから，易熱性の性状を有するものと考えられ
る。
いずれにせよ，牛ふん尿とし尿との混合処理によっ
て，し尿消化あるいは，処理の阻害は認められず，むし
ろ促進するものであるといえよう。
稿を終わるに臨み， C:'指導， c校聞を賜わりまし
た田波潤一郎教授に，また多大の C協力をいただき
ました平野英男講師，ならびに衛生学教室員各位に
深く感謝いたします。さらに試料採取，実験にと協
力いただきました農林省畜産試験所環境整備研究
室，千葉市役所清掃課の皆様lζ感謝いたします。
(本研究の一部は第 39回日本衛生学会総会にお
いて発表した。) 
SUMMARY 
Urbanization advanced into rural areas has 
brought about many small scale dairy-farms en-
circled by residential sections. There arised 
environmental pollution problems resulted from 
an inadequate treatment for dung (urine and 
faeces of ox) and wastewater from cattles adje-
cent to those small farms. 
In order to avoid the urgent affairs of environ-
mental pollution，combined treatment of the 
dung and human nightsoil applying digestion 
tanks，usually used for only human nightsoil di-
gestion，was considered. 
In this report，digestion of the nightsoil and 
dung in combination under aerobic or anaerobic 
conditions was experimentally carried out，and 
the fact was observed that the addition of the 
dung to the nightsoil revealed the high activation 
on thedigestive progress. There ascertained the 
reduction of digestion hours，and never experi-
enced the negative actions of dung addition on 
the digestive progress，throughout this investiga-
tlOn. 
The results obtained concerning the active 
components were as follows: 
(1) The activation phenomenon of dung on the 
digestive progress appeared obviously in the be-
ginning stage of mixing both dung and human 
nightsoil. 
(2) Both urine and faeces of ox had the active 
components for the digestive progress. 
(3) The active components were dialysed with 
cellophane membrane of 24A. 
(4) The active components were inactivated 
by heating in 1000 for 30 minutes. 
(5) The active components were adsorbed on 
ion exchange resins of IR・120or IRA-400. 
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.作用 
1.本剤は上行性網様賦活系および錐体路
系の働きを促進して意識水準および運
動機能を高める。 
2.本剤は脳の内包破壊による覚醒反応の
関値の上昇および筋放電の闇値の上昇
を抑制し知覚障害、運動障害を改善す
る。 
3.本剤は脳血管抵抗の減少、脳血流量の
増加、脳酸素分圧の上昇をもたらし脳
循環・代謝を改善する。
襲撃適応症頭部外傷ならびに脳手術にともな

う意識障害。

襲警包 装注射液 21U<10略・ 250mg} 
⑨ 武田薬品工業株式会社大阪市東区道修町 2丁目 27番地
